
オーストラリア・アリススプリング砂漠公園内の砂砂漠の植生景観（茶色の固まりはアリ塚。
公園内では、砂砂漠、岩砂漠、ワジなど立地条件に合わせた動植物が観察できる）

（海外出張報告同行者：小川撮影）

2004 .7 I N D E X N o . 6 3
巻 頭 言

網羅的に調べるということÌ

研究トピックス
根圏土壌を用いた他感作用の検定手法の開発Ì

黒ボク土畑における水と硝酸性窒素の地下水到達時間と流出経路Ì

海外出張報告

オーストラリア科学・技術研究機構（ ）を訪問してÌ CSIRO

所内トピックス

記念碑と記念樹Ì

国際ワークショップ「地球温暖化に伴う東アジアの食料生産変動予測」報告Ì

ボン大学開発研究センターと を締結Ì MOU
農業環境研究推進会議の開催Ì

平成 年度評議会の開催Ì 16
研究成果発表会 報告Ì 2004
平成 年度一般公開報告Ì 16



- 2 -

網羅的に調べるということ

齋藤 雅典化学環境部長

当所の前身・農業

技術研究所土壌微生

物研究室では、土壌

微生物相の研究を地

道に進めていた。土

壌微生物の機能を解

明し、農業生産・環

境保全に利用してい

くためには、そこに

どのような微生物が

生息するか明らかにしていかなければならないか

らだ。土壌から分離した微生物の形態や生理的性

質を逐一調べていく作業は大変労力と時間がかか

、 、 。 、り また 地味な作業であった こうした研究は

現在の農業環境技術研究所の研究に受け継がれて

いるが、遺伝子の塩基配列に基づく系統解析と微

量な を増幅する 技術などの分子生物学DNA PCR

、 。手法の進歩は それまでの作業内容を一新させた

培養できない微生物についても、これまで不可能

であった遺伝子レベルでの情報収集が可能になっ

ている。とは言え、何千種類とも言われる土壌中

の微生物相の全貌を把握するのははるか遠い道の

りのように思えていた。

ところが、この 月、米国のサイエンス誌に驚4
異的な論文が掲載された。ヒトゲノム解読プロジ

ェクトの一方の旗頭 ・ベンターの率いるチームC
が、サルガッソー海の多種多様な微生物をまとめ

てショットガンクローニングし全塩基配列を決定

し、そこに存在する全ての微生物種をゲノムレベ

。 、ルで網羅的に明らかにしたのである この研究は

膨大な予算とヒトゲノム解読でつちかった最新の

バイオインフォマティクス技術によって初めて可

能になったものである。この方法を土壌などの環

境試料に適用するには乗り越えなければならない

、 。技術的ハードルがあるが 原理的には可能である

言い換えれば、人材と金があれば、土壌微生物相

の全貌を網羅することも可能なのである。

環境中で起こっている現象を解明するために

は、その原因を一つ一つ解析して突き詰めていく

作業が必要である。その一方で、個々の要因が複

雑にからみあっている問題では、網羅的に調査を

行い、その上でそれらの相互作用を解きほぐして

いく作業が必要となる。これは、何もポストゲノ

ムと呼ばれる分子生物学の世界だけではない。環

境中の有害化学物質についても、個々の毒性評価

だけではなく、他の有害物質や環境との複雑な相

互作用を考慮しなければならなくなっている。

最近の分析機器の進歩は、環境化学物質の網羅

的分析を可能にしている。たとえば、ダイオキシ

ン研究では百種類以上あるダイオキシンの同族・

異性体（コンジェナー）を網羅的に分析し、コン

ジェナーの組成の違いによって、ダイオキシンの

発生源を推定できる。当所では農業環境中でのダ

イオキシンの動態解明を進めているが、こうした

手法によって 「イネは土壌中のダイオキシンを、

吸収しない」などの成果を上げることができた。

土壌や植物中に含まれる何十種類という元素を

発光分析や蛍光 線などの機器で網羅的に分ICP X
析することはごく普通の手法となっている。

環境問題はきわめて多岐にわたっており、全く

環境への負荷を与えずに農業生産を行うことは不

可能である。環境負荷を減らすための個別的な技

術開発が必要なことは言うまでもないが、新たな

技術はまた新たな環境負荷をもたらす可能性もあ

る。生産体系を包括的に評価し、全体として少し

でも環境影響の少ない体系を選択するということ

が必要になる。そのためには、網羅的に環境影響

を評価するための環境モニタリング手法や分析手

法の開発、そして、膨大なデータを解析し包括的

に評価するための手法開発や新たな思考法が必要

となる。

巻 頭 言
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根圏土壌を用いた他感作用の検定手法の開発

藤井 義晴生物環境安全部植生研究グループ化学生態ユニット

はじめに

これまで、農業環境技術研究所において、他感

作用（アレロパシー）の つの作用経路（揮発性3

物質による揮散、根からの浸出、茎葉や残渣から

の溶脱）に特異的な検定法として、それぞれ、デ

ィッシュパック法、プラントボックス法、サンド

イッチ法を開発してきた。その中で、根から出る

物質による活性を寒天培地を用いて評価する「プ

ラントボックス法」は、生きた植物の根から浸出

する物質の作用を評価し、プラントボックス内の

。 、条件で他感作用を証明することができる しかし

他感物質の土壌中での作用を実証する検定手法は

なかった。そこで、根から根圏土壌中に放出され

る物質による作用を検定する新たな手法の開発を

試みた。

1．根圏の定義

根圏は根と土壌の接点の領域であり、植物から

も土壌からも影響を受けている両方の境界領域

（フロンティア）である。例えば植物は土壌の状

態に応じて有機酸や酵素などを根圏に分泌するこ

とが知られている。一方、根圏の土壌は植物から

の働きかけによって周辺の土とは物理的、化学的

に異なる性質を持つようになる。

しかし、根圏の厳密な定義は容易ではない。そ

こで、根圏土壌をできるだけ破壊しないように気

をつけながら根を掘り出して軽くほぐした後、手

首を軽く振ることによって落とした土壌を「根域

土壌 （ ）とし、根の表面に付着し」 Root Zone Soil

「 」ている土を刷毛で拭き落とした土壌を 根圏土壌

（ ）と定義する「空中振とう法」Rhizosphere Soil

（ ）（ ， ） 。図 岡島・松中 で土壌を採取した1 1973

2．根圏土壌法の開発

淡色黒ボク土（つくば市伊奈表土）と園芸用育

苗培土（呉羽化学）を ： で混合した土壌を入5 1

図1 根圏土壌の採取法（空中振とう法）

図2 根圏土壌法におけるバイオアッセイの流れ

7.5 cm 1れた 角の黒ビニールポットで、植物を

～ ヶ月栽培した。根圏土壌の採取は 「空中振2 、

とう法」で行った（図 。植物を栽培しない土1）

壌を対照土壌とした。各土壌は根毛を除去するた

めに の篩を通した後、組織培養用 穴マル1 mm 6

チディッシュに生土を乾土換算で 秤量した3 g
（図 ）。続いて の低温ゲル化寒天 を2 0.75% 5 ml

添加し混合して固まらせた後、 の寒天を重3.2 ml
層し、その上に検定植物としてレタス種子 粒を5

置床した。その後マルチディッシュにフタをして

テープで密封し、暗黒下 ℃で 日間培養後、25 3

幼根と下胚軸長を測定した。

3．根圏土壌法による他感作用の検定

ヘアリーベッチ、アルファルファ、セイタカア

ワダチソウの根圏土壌は対照土壌に対して ％50
以上の強い生育阻害活性が認められた（図 。3）

セイタカアワダチソウの他感作用が強いことは良

研 究 ト ピ ッ ク ス
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図3 根圏土壌法による検定結果

対照土壌に対する％、－は阻害活性を
＋は促進活性を示す．棒は標準偏差(n=5)

図4 検定植物の「根圏土壌/根重」比と根圏土壌法に

よる活性の関係

く知られており、ヘアリーベッチは現場で雑草抑

制作用が強いこと、作用物質としてシアナミドを

58含むことを明らかにしている 農環研ニュース（

号 。今回開発した根圏土壌法はこれらの結果と）

矛盾しない。ほとんどの植物で根圏土壌の方が根

域土壌より生育阻害は強く、根からの距離が遠く

なるにつれて生育阻害活性が弱くなることが示さ

れた。根の形態が根圏土壌法に及ぼす影響を評価

するため、根圏土壌／根重比を計算してみると、

この値は植物種によって 倍程度変動したが、10

根圏土壌法による活性との間には関係がなく（図

、活性は根の形態を反映していないことが判明4）
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図5 根圏土壌法とプラントボックス法による他感作

用の検定結果の比較

した。生きている植物の根から出る物質による活

性を検定するプラントボックス法と根圏土壌法の

結果を比較すると、土壌を用いないプラントボッ

クス法の方が強い阻害活性を検出することが多

く、根圏土壌法は土壌による影響を強く反映する

ことが示された（図 。5）

4．根圏土壌法の活用面と留意点

本手法は、現地圃場で生育する植物の根から出

る他感作用を直接評価する手法となりうる。圃場

に生育している植物の根圏土壌を特別に考案した

、 、装置で採取して検定することも可能であり また

植物根から土壌に放出される物質による他感作用

の評価法として実用性が高いと考えられる。

本法によって、現地で雑草抑制作用が知られて

いるヘアリーベッチやセイタカアワダチソウから

強い生育阻害が検出されたことは、本法が現地圃

場における他感作用を簡便に識別することができ

る可能性を示している。

ただし、この方法による活性の評価には、微生

物による影響や土壌養分や土壌物理性による影響

が含まれている可能性があることに注意する必要

がある。

発表論文

1) Iqbal, Z., A. Furubayashi and Y. Fujii (2004) Weed

Biol. Manage. 4(1), 43-48.

(%
)
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黒ボク土畑における

水と硝酸性窒素の地下水到達時間と流出経路

江口 定夫化学環境部栄養塩類研究グループ土壌物理ユニット

はじめに

農地への過剰な窒素肥料の投与が硝酸性窒素

（ ）による地下水汚染を引き起こすことNO -N3
-

は既によく知られているが、実際の土壌中での

の具体的な移動経路や地下水汚染を引き起NO3
-

、 。こすまでの時間については 未解明の部分が多い

本研究では、まず の輸送媒体である水の土NO3
-

層内移動時間と移動経路を求め、液相中 濃NO3
-

度変化との関係から、 の地下水到達時間とNO3
-

流出経路を明らかにした。

土壌水分状態と浅層地下水位の長期観測

土壌中での水移動経路と移動速度を明らかにす

るため、 年より農環研内の黒ボク土畑圃場1995

において、降水量、土壌の深さ別の水分状態（体

積含水率と圧力ポテンシャル）と浅層地下水位分

布の長期観測を行っている（図 。これらの実1）

（ 、測値とこの土壌の基本的な水理学的性質 間隙率

圧力と体積含水率の関係、飽和および不飽和透水

係数）を用いれば、深さ別の水フラックスと保水

量が求まり（図 、さらに土壌中を流れる水の2）

図 土壌水分状態と浅層地下水位の観測圃場1
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図 浅層地下水を通じた水平方向および鉛直方向への2
流出フラックスの模式図。 は作物根群域（深さD

）からの浸透水フラックス、 は土壌の保0 1 m- S

水量、 と はそれぞれ浅層地下水流出フラッG Gv h

クスの鉛直成分と水平成分を表す。鉛直下方への

流れ は厚さ の難透水層を通過し、深さGv 2.2 m
にある第二帯水層を涵養する。4.8 m

深さ別移動時間 （表 ）や任意の時期に任意のτ 1

深さから移動し始めた水が任意の期間後にどの深

さまで到達したか（到達深さ ）を求めることがzp

できる（図 。3(a)）

地表浸入水の地下水到達時間

地表から浅層地下水面 までの不飽和土層にh
ついて見ると、地表浸入水が作物根群域を通過す

る時間 は - 年、浅層地下水面 への到τ0 1- 0.8 2.5 h
達時間 は - 年と大きく変動し、多τ + τ0 1 1- -h 1.6 6.0

雨年ほど短かった（表 。これに対して、浅層1）

φ

θ

θ,φ
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表 年降水量の違いによる水フラックス、浅層地下水1

位と深さ別の水移動時間の変化

地下水面 から難透水層下の第二帯水層までのh
飽和土層中の移動時間 は、興味深いτ + τh- -2.6 2.6 4.8

ことに - 年とほぼ一定に保たれていること8.2 8.3
が分かった。

浅層地下水流出経路の変化

浅層地下水の流出経路もまた、年降水量により

大きく変化した（表 。すなわち、少雨年は浅1）

層地下水流出の 割以上が難透水層下の第二帯水9

層へ向かう流れ であったのに対し、多雨年にGv

は難透水層上の横流れ が浅層地下水流出の７Gh

割以上を占めた。また、 は - と年Gh 22 549 mm y-1

208降水量により非常に大きく変動したが、 はGv

- と変動が小さかった。これらより、226 mm y-1

難透水層は、第二帯水層の地下水涵養フラックス

を年降水量の多少に関わらずほぼ一定に保つGv

と共に、地表からの汚染物質が難透水層下の第二

帯水層へ容易に侵入するのを防ぐ役割を果たして

いると言える。

硝酸性窒素の地下水到達時間

はどのくらいの速さで土壌中を動くのだNO3
-

ろうか。 年秋から 年秋（施肥窒素量が1995 1996

  1997  1998 1995 ~ 2003 
  少雨 多雨 平均 
水フラックス a       ————— mm y-1 ————— 
P 987  1531 1211 
D 227  760 469 
Gv 208  226 213 
Gh 22  549 254 
浅層地下水位        —————— m —————— 
h 2.12  1.88 2.04 
深さ別移動時間 b        —————— y —————— 
τ0−1 2.54  0.79 1.24 
τ1−h 3.41  0.83 1.56 
τh−2.6 1.49  2.09 1.68 
τ2.6−4.8 6.72  6.18 6.54 
a Pは降水フラックス、Dは深さ 1 mからの浸透水フラ
ックス、Gvと Ghはそれぞれ鉛直下方および水平方向

への浅層地下水流出フラックスを示す。 
b深さ別移動時間 τの下付き文字は、対象とする土層の
深さ（m）を示す。0, 1, h, 2.6および 4.8は、それぞれ、
地表面、根群域下端、浅層地下水位、難透水層上端お

よび難透水層下の第二帯水層の深さに相当する。 
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特に多かった時期）に施肥深さから移動し始めた

水の到達深さ を求めたところ、 年夏にはzp 1997

深さ 、 年夏には深さ に到達し（図1 m 1998 1.5 m

、各々の深さへの 到達時期は、各々の深3(a)） zp

さの液相中 濃度ピーク（図 ）とほぼ一NO 3(b)3
-

致した。このことは、見かけ上、 が水とほNO3
-

ぼ同じ速さで土壌中を下方移動したことを示して

いる。従ってこの圃場では、水と の地下水NO3
-

到達時間および帯水層を通じた流出経路はほぼ等

しいと考えてよい。すなわち、表 より の1 NO3
-

浅層地下水到達時間は - 年、第二帯水層へ1.6 6.0

は - 年であり、 の流出経路は年降水量9.9 14.2 NO3
-

により大きく変化することが明らかとなった。

図 農環研内の黒ボク土畑圃場における 浸透水の施3 (a)

肥深さ（ ）からの到達深さ と浅層地下7.5 cm zp

水位 の変動および 土壌の深さ別の液相中h (b)
濃度の変化。到達深さ は、 年秋からNO 19953 pz-

年秋に行われた計 回の施肥を対象に求め1996 4
た。

おわりに

地下水汚染を引き起こすのは だけではなNO3
-

く、汚染物質は多種多様である。しかし、土壌中

を移動する多くの物質の輸送媒体は水であり、土

壌中の水移動の実態を如何に正確に把握できるか

が地下水汚染問題解決の鍵を握っている。本研究

の成果は、様々な土壌における水と物質の移動に

ついての研究の基礎となる。
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オーストラリア科学・技術研究機構（CSIRO）を訪問して

今川 俊明地球環境部長

独立行政法人としてスタートして 年が経過3
し、次期中期計画策定に向けた準備が始まってい

ます。そこで、海外の独法研究機関を訪問して、

組織体制、研究目標、研究実施体制などの情報を

収集することを目的に、 月 日～ 日の間オ3 6 13
ーストラリアとニュージーランドを小川植生研究

グループ長、田中庶務課長補佐と三人で訪問しま

した。

ここでは、オーストラリアの （本部はCSIRO
キャンベラ）について報告します。

は 年に特別立法で設立されましCSIRO 1924
た。職員数は約 人、国内に カ所の研究6,500 65
施設、 つの海外研究室と つの国際事務所（日3 7
本では伊藤忠商事内）をもっています。 年1980
代からは国防、原子力、臨床医療を除く科学技術

全般を担当しており、大気研究（気候変化、温室

21効果ガス 昆虫 土地と水 持続的生態系など）、 、 、

800の研究部から構成されています。全予算は約

億円で、 分の は国から、 分の は競争的資3 2 3 1
金、会社受託、特許収入などから得ています。ほ

とんどの研究は研究者の発意で進められています

が、研究費の全てが競争的資金で、関係研究者間

で提案がブラシュアップされ、最終的に提出する

前に、研究内容と要求予算について本部の研究部

長及び総務部長の許可を必要とします。また、受

託研究は成果進行型で行われており、 割程度が1
前払いで、途中の査定で 割まで、完成時に残り6
が支払われる仕組みになっています。さらに、研

究所が全国に分散しているため、ビデオカンファ

レンスが盛んに行われています。

職員の処遇は国家公務員と同じですが、研究者

は年度当初に上司に計画を提出し、契約を結びま

す。年度途中に双方の話し合いで人的、経済的資

3源の拡充も可能とのことです そして 年度終了。 、

ヶ月前位に業績を報告し、評価が行われ、結果は

昇給に反映されます。

は広報には特に力を入れています。科CSIRO

学、マスコミの両方の教育を受けたコミュニケー

タを本部に約 人、各研究所にも ～ 人配置20 1 2
し、彼らが原稿を作成、年に約 件の記者発表250
を行っており、原稿の 割はそのままで報道され8
ているそうです。

キャンベラ市内の研究所の研究環境の充実ぶり

はもちろん、建物への出入りの電子管理や館内の

禁煙は徹底されていました。それに加えて、植物

工学部の資料館 ディスカバリー の展示内容は“ ”
充実していました。

ところで、今回は本部地区だけではなく、地方

の研究所として持続的生態系研究グループの乾燥

地研究プログラムセンターも訪問しました。ここ

は オーストラリア中央部のアリススプリング 表、 （

紙に関連写真）にある職員が 人程度の小規模10
な研究所です。この地域は、かつては放牧が盛ん

で、放牧地管理の研究が中心でしたが、最近は導

入生物対策や生物多様性の確保などの環境保全や

施設を開放しての環境教育に力を入れています。

これは、過放牧による土壌侵食や砂漠化を抑止す

るための費用がかさむため、牧畜の中心が北部の

。 、半湿潤地域に移ったことに起因しています また

研究環境は本部地区と比較するとかなり劣ります

が、研究者は他のグループ員と積極的に連絡を取

っている様子がうかがえました。さらに、本部の

サポートもありますが、ホームページは、最新の

研究内容から訪問者への交通、生活情報まで大変

充実しています。

ニュージーランドの研究所は、組織を「カンパ

ニー 、活動を「ビジネス」という言葉で語って」

おり、びっくりした面もありました。現在の私た

、 、ちには 国民生活に役立つ研究が求められており

独立行政法人としての経験を重ね、独自のよりよ

い研究環境を作り、研究所の必要性や成果を世の

中に十分アピールしていかなければいけません

が、今回の出張を通して、それらのための多くの

情報を得ることができました。

海 外 出 張 報 告



- 8 -

（ ）日本砂漠学会進歩賞 平成 年５月 日１６ １８

杜 明遠 （地球環境部）

「タクラマカン沙漠を中心とする中国乾燥地の気候と人間活動に関する研究」

（平成 年３月 日）永年勤続者表彰 １６ ３１

年表彰3０

今井 秀夫 （化学環境部）

永年勤続者表彰 （平成 年４月１日）１６

年表彰3０

杉江 元 （生物環境安全部）

小野 信一 （化学環境部）

坂西 研二 （化学環境部）

年表彰２０

新関 幸子 （企画調整部）

國府田真紀 （総務部）

野内 勇 （地球環境部）

宮田 明 （地球環境部）

澤田 宏之 （生物環境安全部）

安田 耕司 （農業環境インベントリーセンター）

小原 洋 （農業環境インベントリーセンター）

受 賞 ・ 表 彰
（ Ｈ 16. 3. 2 ～ 7 .1）
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海 外 出 張

氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

地球環境部 アメリカ アメリカ自然人類学会第 回大会に出席 研究交流促進法David 73 H16. 4.13
Sprague H16. 4.25～

杜 明遠 地球環境部 アメリカ 第 回地球温暖化国際会議に出席 研究推進費15 H16. 4.19
H16. 4.24～

石井 英夫 化学環境部 ドイツ 第 回ラインハーツブルン国際シンポジ 研究交流促進法14 H16. 4.24
H16. 4.29ウムに出席 ～

齋藤 雅典 化学環境部 フィリピン 東南アジアにおける環境修復に関わる研究 研究推進費H16. 4.28
H16. 5. 1情報の収集と交換 ～

石井 英夫 化学環境部 中国 第 回国際植物保護会議に出席 研究交流促進法15 H16. 5. 8
H16. 5.20～

藤井 義晴 中国 第 回国際植物保護会議、および第 回 研究交流促進法生物環境安全部 15 1 H16. 5.10
H16. 5.22中国アレロパシー会議に出席 ～

小川 恭男 マレーシア アセアン拠出金事業「農業の多面的機能に関 要請出張生物環境安全部 H16. 5.17
する計量的調査研究及び普及事業」における ～ 農林水産省H16. 5.20
フォローアップに係る指導及び現地調査

中野 恵子 化学環境部 ドイツ 第 回汚染防止に向けた界面科学国際会議 研究推進費3 H16. 5.22
H16. 5.28に出席 ～

井上 吉雄 地球環境部 中国 「作物生育のモニタリング手法」に関する 要請出張H16. 5.23
国際ワークショップに出席 ～ 南京農業大学H16. 5.28

菅原 和夫 化学環境部 ミャンマー アセアン拠出金事業「農業の多面的機能に関 要請出張H16. 5.30
する計量的調査研究及び普及事業」における ～ 農林水産省H16. 6. 5
フォローアップに係る指導及び現地調査

八木 一行 地球環境部 モーリシャス ガイドライン第 回執筆者会合に出 研究推進費IPCC 2 H16. 5.31
H16. 6. 5席 ～

織田 久男 化学環境部 韓国 日韓共同研究に関わる調査と情報交換 交付金プロジェH16. 6. 1
～ クトH16. 6. 4

清家 伸康 化学環境部 韓国 日韓共同研究のための農耕地土壌サンプリ 交付金プロジェH16. 6. 1
ングおよび研究打合せ ～ クトH16. 6. 4

藤井 義晴 ポーランド 第 回欧州アレロパシー会議に出席 研究推進費生物環境安全部 2 H16. 6. 1
H16. 6. 7～

殷 煕洙 環境化学分析 韓国 日韓共同研究のための研究打合せおよびダ 交付金プロジェH16. 6. 1
センター イオキシン類分析法に基づく土壌分析 ～ クトH16. 6.12

岡 三徳 韓国 遺伝子組換え体の環境安全性評価セミナー 要請出張生物環境安全部 H16. 6. 2
への参加と講演 ～ 韓国生物科学・H16. 6. 4

工学研究所

松井 正春 韓国 遺伝子組換え体の環境安全性評価セミナー 要請出張生物環境安全部 H16. 6. 2
への参加と講演 ～ 韓国生物科学・H16. 6. 4

工学研究所

石郷岡康史 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響 農水省委託プロH16. 6. 6
の解明と予測手法の開発」のための観測装 ～ ジェクトH16. 6.11
置の設置と研究打合せ

研 究 ・ 技 術 協 力
（ . ～ ）Ｈ１６ ４ ６
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氏 名 所 属 出 張 先 活 動 内 容 期 間 備 考

後藤 慎吉 地球環境部 タイ 「農業水資源変動による食料生産への影響 農水省委託プロH16. 6. 6
の解明と予測手法の開発」のための観測装 ～ ジェクトH16. 6.11
置の設置と研究打合せ

小川 直人 化学環境部 アメリカ 第 回国際環境バイオテクノロジー学会に 研究推進費7 H16. 6.17
H16. 6.23出席 ～

横沢 正幸 地球環境部 中国 中国における生態系炭素循環モデルに関す 要請出張中国科H16. 6.20
る研究会合に出席 ～ 学院地理科学・H16. 6.27

資源研究所

杜 明遠 地球環境部 中国 地表面からの風送ダスト鉛直輸送量の調査 要請出張H16. 6.21
研究 ～ 理化学研究所H16. 7. 5

白戸 康人 地球環境部 モンゴル モンゴルにおける土壌調査および長期連用 交付金プロジェH16. 6.21
試験データ収集 ～ クトH16. 7. 8

藤原 英司 環境化学分析 モンゴル モンゴルにおける砂漠化程度評価のための 要請出張H16. 6.21
センター 土壌調査 ～ 筑波大学H16. 7. 8

八木 一行 地球環境部 フィンランド （統合陸域生態系－大気プロ 要請出張IGBP-iLEAPS H16. 6.26
H16. 7. 1 LEAPSセス研究計画）科学推進委員会出席のため ～

陽 捷行 理事長 中国 「作物生産における面的汚染源の政策フォ 要請出張H16. 6.27
ーラムに関する国際会議」における講演 ～ 中国科学院南京H16. 6.30

土壌研究所

牧野 知之 化学環境部 フランス 日仏セミナー「食品の安全性と新規食品」 研究推進費H16. 6.27
H16. 7. 4に出席 ～

依 頼 研 究 員

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 6. 1瀧 典明 宮城県古川農業試験場 養分動態ユニット 有機物を施用した転換畑圃場における窒素動
H16. 8.31態の解明 ～

技 術 講 習

氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 4. 1中島 正宏 新潟大学 組換え体チーム マイクロサテライト・マーカーを用いた人里
H16. 4. 5植物のクローン分析 ～

Al H16. 4. 1家田 浩之 東京大学大学院 土壌物理ユニット 土壌中の交換性 の測定
H16. 5.31～

H16. 4. 1相田 美喜 筑波大学大学院 植生生態ユニット 絶滅危惧植物に対する除草剤の影響評価に関
H16. 6.30する手法 ～
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氏 名 所 属 滞在する研究室 課 題 名 期 間

H16. 4. 1沼尻 将宜 東京農業大学 微生物分類研究室 微生物の分類・同定および生態研究に関する
H16. 7.30技術講習 ～

H16. 4. 1大矢 香織 日本大学 土壌物理ユニット 茶園土壌の物理的特性の計測および計測結果
H16. 8.31の解析手法の習得 ～

Habib Nasir ( )IBEX H16. 4. 1有 化学生態ユニット ヒガンバナに含まれる他感物質の分析法
H16. 9.30～

H16. 4. 1齊藤 誠 筑波大学大学院 フラックス変動評価 渦相関法による水田上の二酸化炭素・水・熱
H17. 3.31チーム フラックスの観測に関する高度技術習得 ～

DNA H16. 4. 1一幡由香利 茨城大学大学院 微生物機能ユニット 土壌細菌の多様性解析のための 取り扱
H17. 3.31い技術の修得 ～

H16. 4. 1杉澤 真吾 東京農業大学大学院 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性解析技術の修得
H17. 3.31～

H16. 4. 1楠本 理香 茨城大学 線虫・小動物ユニッ カバークロップ利用と線虫の種別増殖に関す
H17. 3.31ト る研究・調査 ～

H16. 4. 1大野 雅弘 茨城大学大学院 土壌微生物利用ユニ キチナーゼ遺伝子導入細菌によるバイオコン
H17. 3.31ット トロール技術の修得 ～

H16. 4. 1西村 伊吹 茨城大学 微生物分類研究室 糸状微生物の分類と同定に関する技術講習
H17. 3.31～

H16. 4. 1河上 強志 筑波大学大学院 環境化学物質分析研 河川および湖沼底質の農薬分析技術の習得
H17. 3.31究室 ～

H16. 4. 1池中 良徳 信州大学大学院 環境化学物質分析研 河川および湖沼における底質、水、大気、生
H17. 3.31究室 物中のダイオキシン類の分析技術の習得 ～

H16. 4. 1武藤 見佳 東京大学大学院 放射性同位体分析研 放射性核種測定のための技術取得
H17. 3.31究室 ～

H16. 4.20森田沙綾香 福井県立大学大学院 化学生態ユニット 天然生理活性物質の単離・同定・構造決定
H16. 5.20～

( ) H16. 4.21水口 悟 株 天野エンザイム 微生物機能ユニット 遺伝子組換え微生物の安全性評価技術の修得
H16.10.21～

H16. 4.30岡本雄太郎 茨城大学大学院 温室効果ガスチーム 農耕地における温室効果ガス発生量の測定法
H16. 6.30～

H16. 5.17須永 薫子 国立科学博物館筑波実 土壌分類研究室 土壌一般理化学性分析
H16.12.27験植物園 ～

H16. 5.20大小原眞希子 東京農業大学大学院 微生物機能ユニット 環境微生物の多様性解析技術の修得
H17. 3.31～

NMR H16. 5.27米澤 拓也 明治大学大学院 化学生態ユニット 腐植物質および粘土鉱物の精製と によ
H17. 3.31るキャラクタリゼーション ～

H16. 6.14前田由紀子 愛媛大学大学院連合 微生物分類研究室 微生物の分類・同定
H16. 6.25～

H16. 6.28鳥谷 泰 神戸大学大学院 環境化学物質分析研 遺伝子組換え植物のダイオキシン類測定
H17. 3.31究室 ～
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その他の研究・研修

氏 名 所 属 種 類 滞在する研究室 課 題 名 期 間

Saligrama JSPS H16. 4. 9マイソール大 外 国 人 農薬影響軽減ユニッ 植物多価ワクチンにより誘導される防
A. Deepak DNA H18. 4. 8学（インド） 特別研究員 ト 御応答遺伝子の発現解析と アレ ～

イ作出

Fulu Tao H16. 4. 1中国農業科学 エコフロンテ 食料生産予測チー 東アジアにおける農業生産量変動に対
H17. 3.31院農業気象研 ィア・フェロ ム、気候資源ユニッ するリスク評価 ～

究所 ー ト

Edmond R. H16. 4. 1エコフロンテ 環境計測ユニット インドシナ半島周辺における降水量分
Ranatunge H17. 3.31ィア・フェロ 布変動と山岳地帯の農業土地利用との ～

ー 関係解明

Weiguo H16. 4. 1エコフロンテ 温室効果ガスチーム 水田からのメタン発生量広域評価を目
Cheng H17. 3.31ィア・フェロ 指した水田土壌化学性のパラメーター ～

ー 化

COP6 H16. 4. 1山田 智康 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H17. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

COP6 H16. 4. 1小野 圭介 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H17. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

COP6 H16. 4. 1韓 光鉱 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H17. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

COP6 H16. 4. 1永井 秀幸 重点研究支援 派遣研究員 フラックス変動評価 政府間協議を支援する生態系温
H17. 3.31協力員事業 チーム 室効果ガス収支データの蓄積とデータ ～

ベースの展開

H16. 4. 1古林 章弘 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H16. 4. 1小原 直美 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

Zahida Iqbal H16. 4. 1重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H16. 4. 1中島 江理 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H16. 4. 1Mohammad 重点研究支援 派遣研究員 化学生態ユニット 農業生態系における導入、侵入植物の
H17. 3.31Masud Parvez 協力員事業 化学生態的な安全性評価 ～

H16. 4.18篠原 信 農生機構野菜 受 入 研 究者 微生物分類研究室 青枯病抵抗性トマト根圏の微生物相研
H16. 4.24茶業研究所 （国内） 究 ～

Mathias H16. 5.24国際稲研究所 外国人受入研 土壌生化学ユニット 低リン酸耐性イネにおける遺伝子解析
Wissuwa H16. 6. 1究者 ～
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記念碑と記念樹

企画調整部 情報資料課

昭和 （ ）年の 月に創立された農業58 1983 12

環境技術研究所は、 年と ヶ月の歳月を経17 4

た平成 （ ）年の 月に、装いを新たに13 2001 4

独立行政法人農業環境技術研究所として再出発

しました。これを記念して、研究所の入り口と

正面玄関前の中央に記念碑を立て、正面玄関の

。 、南東方向に記念樹を植えました 年の歳月は3

記念碑をまわりの景観になじませ、記念樹の根

を大地に強く張らしめました。記念碑に刻印さ

れたキャッチフレーズと記念樹に込めた想い

が、忘却の彼方に去らないようにその内容を紹

介しましょう。

記念碑とキャッチフレーズ

農業環境技術研究所の正面玄関に立ってみま

しょう。筑波山の麓から運び入れた約 トン10

の花崗岩が、海面と打ち寄せる波を模した緑な

すリュウノヒゲと白い玉石の真ん中に大きな島

のように鎮座しています。この花崗岩の前面に

は、環境を研究する人びとの思いが縦書きの惹

句（じゃっく：キャッチフレーズ）で力強く刻

印されています。

風にきく

土にふれる

そして はるかな時をおもい

環境をまもる

「風」は皮膚の触覚によって感じることがで

きます。視覚によって旗の翻るさまからも見る

ことができます。大地に吸い込まれる風の音は

聴覚によっても知ることができます。さらに、

運ばれてくる梅の香りによっても知覚できま

す。こうして風は、視覚のみならず他の感覚に

よっても総合的に知覚されるのです。

「きく」には 「聞く」と「聴く」の漢字を、

当てることができます。白川静の「字通」によ

れば 「聞」は、挺立する人の側身形の上に大、

きな耳をしるす形で、神の啓示するところを求

める意とあります。耳で音や声を感じとる。

「聴」は、耳を傾け注意して聞きとる。耳の聡

。 。明なことを示す 神の声を聞きうることをいう

「風にきく」とは、すべての五感と英知を持っ

て環境を知ることにあります。

「土」はすべての生き物の根源であるととも

に、生き物そのものです 「他の萬物を吐生す。

るものなり」と「字通」にもあります。生きと

し生けるものすべての母でもあります。となる

と 「土にふれる」とはバーチャル（仮想的・、

虚像の）の対岸にあたることを意味します。体

に汗して環境と対面することを意味します。

風と土が合わさって「風土」と表現されるこ

とは重要で、その地の「紀行と有様」として人

間の根源的経験にかかわる内容をもっていま

す。そこには、時間と空間、歴史と文化があり

ます。

「はるか」は 「遙」と「晴」を充てること、

ができます 「字訓」によれば 「はるか」は。 、

遠く離れているところ、それを妨げるものがな

く、そこまで見通すことのできる状態をいうと

あります。また 「はるけし」はその形容詞形、

です 「晴る」と同様の語とあります。となる。

と 「はるかな時」は何世代も先の未来の人び、

との晴れやかな生き様でもあります。

「おもい」には様々な漢字を充てることがで

きます 「思」は、千々に思い乱れる。上半分。

は脳みそを表し、その下に心があります。この

ほかにも「おもう」と読む文字は数多くありま

す 「念」は、上の「今」は瓶にふたをするか。

たちを表し、心に思いを詰めて深く念じるとい

所 内 ト ピ ッ ク ス
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正面玄関前の記念碑

。「 」 、 、う意味だそうです 懐 は 右半分を見ると

上に目があり涙を垂らしています。下の衣は死

者の襟元に涙を流す。つまり、死んだ人のこと

を折に触れてなつかしく懐いだすような場合に

使うといわれます 「想」は、遠くに離れた人。

。「 」 、の姿を思い浮かべるときに用います 憶 は

神意をはかり悟ることをいうそうです。このよ

うに 「おもう」には多くの意味が含まれてい、

るのです。

「環境をまもる」とは何でしょうか。これは

人間と自然に関わることです。環境が人間を離

れてそれ自体で「守る守らない」が問われてい

るわけではありません。両者の関係は、人間が

環境をどのように見るか、環境に対してどのよ

うな態度をとるか、そして環境を総体としてど

のように価値づけるかによって決まります。

すなわち 「環境をまもる」とは人間と自然、

の間に成立するもので、人間の見方や価値観が

色濃く刻み込まれています。だから、人間の文

「 」 。化を離れて 環境をまもる ことはできません

とすると、環境とは自然であると同時に文化で

。 「 」 、もあります したがって 環境をまもる とは

これまで守りきれなかった環境を守るのですか

ら、これまでのわれわれ自身を変えることにつ

ながります。

では、われわれ自身を変えるとは何でしょう

か。われわれが住んでいる地球のあらゆる環境

が悪化している現状で、自然に対して倫理観を

もつこともその一つでしょう。人が人に倫理観

をもつと同じように、われわれが土や水や大気

や生物にも生存権があることの意識を持たない

限り、自然はわれわれに反逆するでしょう。

これが記念碑の惹句の説明です。こんな「お

もい」で （独）農業環境技術研究所は再出発、

したのです。なお研究所の入り口には 「独立、

行政法人農業環境技術研究所 平成 年 月13 4

日」とのみ記された約 トンの花崗岩が鎮1 18

座しています。

記念樹

設立記念にシデコブシとヒトツバタゴを植え

ました。これらの木々の説明と、農業と環境の

かかわりについて紹介しましょう。

（ ）シデコブシ Magnolia stellata Maxim

熊本県は五家荘の北隣りの九州山脈の内ふと

ころに、植物の豊富なことで有名な内大臣があ

ります。ここにも、平家の落人の哀しい物語が

伝えられています。あの有名な壇ノ浦の敗戦か

ら逃れて、この山奥に安住の地を見いだしたか

に思われた平家の落人たちが、早春のある朝、

目を覚ましてまわりの山々を見渡すと、無数の

源氏の白旗があちこちにはためいていました。

落人たちはなすすべもなく、今はこれまでと自

刃して相果ててしまいました。源氏の白旗と見

えたのは、実はコブシの花だったのです。平家

一門にとっては、恨みのこもったコブシの花で

しょう。

鹿児島県の大隅町では 「コブシの花が咲く、

ときが甘藷（かんしょ）の床出しの時期」とい

われます。栃木県の上都賀郡では、コブシはイ

モウエバナとよばれ、この花が咲くとサトイモ

の植えつけにかかるといわれます。また、長野

県の上高井郡では 「コブシの花時に味噌（み、

そ）煮りゃしくじりなし」といい、京都府の船

井郡でも「コブシの花が咲くようになれば味噌

を仕込む」といいます。東北地方では、コブシ

はタウチザクラとよばれています。農家が水田

を囲むまわりの山々に咲くコブシの花に囲まれ

て、田打ちをしているのどかな田園風景が連想
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されます 「コブシの花の多い年は豊年だ」と。

もいわれています。

コブシの和名の語源は拳（こぶし）で、その

果実あるいはつぼみの形に由来するといわれま

す。鳥取県八頭（やず）郡ではコーバシとよび

。 。ます コブシの樹皮の香りに結びついてきます

アイヌ名では、オマウクシニまたはオプケニと

いい 前者は いい香りをだす木 後者は 放、 「 」、 「

屁（ほうひ）する木」の意味だそうです。対照

的な名前ですが 「いい香りをだす木」という、

と、病魔が香りにひかれてやってくる恐れがあ

るため 伝染病が流行しているときなどには 放、 「

」 。 、屁する木 とよんだのです そういいながらも

この木の皮や枝を煎（せん）じて飲んだといい

ます。なんだか環境の木という思いがします。

7 12 35岐阜県は平成 年 月に、全国で初めて

種の「大気環境推奨木」を選定しました 「大。

気環境推奨木」とは、大気浄化能力の高い樹木

を指します。アオギリやオオシマザクラなどと

ともにシデコブシが指定されました。シデコブ

シは大気浄化能力だけでなく、見た目も美しく

鑑賞用としても適していることから、さまざま

な施設の敷地や学校の校庭などへ、花木として

植栽が薦められています

このように、近年は野生のシデコブシよりも

むしろ植栽シデコブシが、環境浄化や鑑賞用と

して人々の生活にかかわりを持つようになって

きました。シデコブシは「環境の木」といって

もいいでしょう。

Chionanthus retusus Lindl. etヒトツバタゴ（

）Paxt.

モクセイ科に属する。ヒトツバタゴは愛知県

から岐阜県の地域に野生するほかは、対馬の北

部、朝鮮半島、中国、台湾にあるので、日本で

は珍木のひとつです。数少ない木ゆえに生物多

様性の保全の面からも保存が必要です。その意

味で、農業環境技術研究所にふさわしい木とも

いえるでしょう。

尾張（愛知県）の本草学者の水谷豊文が江戸

時代の末期に発見し 『物品識名拾遺』に記録、

しました。豊文はこの木をトネリコの仲間と判

断しました。トネリコは方言でタゴノキといわ

れるので、単葉のタゴ、つまりヒトツバタゴと

名づけたのです。また江戸青山六道の辻の人家

（現在は明治神宮外苑内）にこの木が植えられ

ていて、名前がわからぬままにナンジャモンジ

ャとよばれていました。対馬のものは北端の鰐

浦で明治の末に発見され、国の天然記念物に指

定されている。現地ではウミテラシとよんでい

ます。

ヒトツバタゴは、高さ メートルになる落25

10葉高木です。葉は対生し、長楕円形で長さ

センチ。 月に円錐状集散花序に、ややまばら5

に白い花をつけます。雌雄異株で、花冠は つ4

15 10に深く裂け 裂片は長さ ミリ前後 果実は、 、

1 1.5月に黒く熟し 広楕円形で長さ センチから、

センチ。庭木として観賞用に植えられますが、

花どきはなかなか壮観です。中国では若葉を摘

んで茶の代用にもするそうです。

記念樹（左：シデコブシ、右：ヒトツバタゴ）

時代がどのように変わろうとも、これらの記

念碑と記念樹は、農業環境技術研究所の来し方

行く末を見続けていくことでしょう。

なお、植物の詳細や参考文献をお知りになり

たい方は、当所のホームページの「情報：農業

と環境 （ ）をNo.48 http://www.niaes.affrc.go.jp」

ご覧ください。
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国際ワークショップ

「地球温暖化に伴う東アジアの食料生産変動予測」報告

鳥谷 均地球環境部食料生産予測チーム

開 催 日： 年 月 日（水 ・ 日（木）2004 3 17 18）

開催場所：文部科学省研究交流センター

（つくば市竹園 ）2-20-5

世紀後半から、人間活動に由来した環境変20
動が世界各地で顕在化しており、このことが、将

来、世界の食料生産に大きな影響を与えることが

懸念されている。世界の人口の 分の にあたる3 1
約 億の人々を抱える東アジアもまた、この環20
境変動にさらされており、この地域の食料生産と

その変動は今世紀の世界食料安全保障にとって最

も重要な問題の一つである。こうした状況を背景

に、本ワークショップでは東アジア地域に焦点を

あて、環境変化による食料生産の変動に関する最

新の研究成果をもちより、議論を行った。

オープニングセッションで、農環研の陽理事長

はその挨拶の中で、東アジアに共通した農業問題

とその背景となっている地形・気候の特徴につい

て説明を行い、本ワークショップに期待する点な

どに触れた。

基調講演では、海外から （中国農業LIN, Erda
PORTER,科学院 農業環境持続的発展研究所長 、）

（デンマーク国 王立獣医農科大学，ヨーJohn R.
ロッパ農学会会長 、 （国） ROSEGRANT, Mark W.
際食糧政策研究所）の各氏を招いた。このうち、

氏は、温暖化が食料生産への脅威となる予想LIN
結果が示されているなかで、中国におけるコメ、

トウモロコシ、コムギ生産への影響に関する最新

の予測結果を示した。また、 氏は、地PORTER
球規模の環境変化のインパクトを考える際に、現

象の非線形性や不確実性を考慮した影響予測の重

要性を論じた。とくに、現象の強度に関する頻度

分布が温暖化によってどの様に変化するのかに注

意を払うことが重要であることを述べ、その事例

を挙げて解説した。また、量ばかりでなく品質へ

の影響も評価すべきであること、さらに影響評価

に当たっては農業の環境に対するサービスを考慮

ROSEGRANTすべきであることも論じた さらに。 、

氏は、食料需給に水需要を組み入れた世界規模の

食料生産システムモデルによる推定結果に基づい

て、気候と水資源の変動が食料生産に与える影響

を論じた。また、社会科学的な視点に立った予測

結果を紹介するとともに、温暖化影響予測を明ら

かにするためにエルニーニョ年でみられる食料生

産システムの変化を解析することが重要であるこ

とを指摘した。

一般講演では （ ）環境変化が農業資源に及ぼ、 1
す影響の予測 （ ）環境変化に対する作物モニタ、 2
リングとモデリング （ ）食料生産システムへの、 3
影響評価の つのセッションで、合計 題の話3 16
題提供（ 題が海外からの発表）があった。主な8
話題として、穀物生産に影響を及ぼす水資源、害

虫および土壌など自然環境要因や、社会経済学的

モデルを用いた食料需給モデルなどが取り上げら

れた。

総合討論では、食料生産量変動予測に関する問

題点が議論され、個々の研究がもつ時間的・空間

的スケールの隔たりを克服する重要性が認識され

た。また、作物生理の研究の立場から、生育・収

量予測モデルが影響評価に用いられる場合、その

中身が理解されずに誤って使われる事例が見受け

られることへの懸念が表明された。最後に、将来

の食料問題に関して、自然科学者が悲観論、社会

科学者が楽観論になりがちな点が指摘され、両分

野の研究者がより強く協力する必要性についての

意見交換を行い、閉会した。
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ボン大学開発研究センターとMOUを締結

廉沢 敏弘企画調整部研究情報システム科長

農業環境技術研究所とドイツのボン大学開発研

究センターは、 年 月 日に、自然資源の2004 3 4
保全と利用に関して研究協力を進めるための

（協力覚書）を締結した。MOU
ボン大学開発研究センター（ ）は 年ZEF 1995

にボン大学内に設立された国際的かつ学際的な総

合研究機関である。ここには、開発研究分野の研

究者・指導者・管理者の育成を目的とする国際博

士課程プログラムが設置され、開発途上国あるい

は開発関連研究機関で実施される研究プロジェク

トにおいて、開発への学際的な視点と統合的アプ

ローチを重視した教育・指導が行われている。

農業環境技術研究所とボン大学開発研究センタ

MOU (1) (2)ーは この に基づいて 研究者の交流、 、 、

大学院学生の交流、 技術情報の交換、 両機(3) (4)
関で進行中の研究課題に関する共同研究を実施す

ることになった。すでにこの覚書のもとに、当研

究所の生物環境安全部植生研究グループの大黒俊

哉主任研究官が、ボン大学開発研究センターで研

究プロジェクトに参加している。

以下に大黒主任研究官からの便りを紹介する。

『 月 日より 年間の予定で、客員研究員と3 25 1
してボン大学開発研究センター（ ）に滞在しZEF
ています。 は、ライン川のほとり、博物館やZEF
美術館の建ち並ぶ通り（ ）に位置Museumsmeile
し、ヨーロッパだけでなく、アフリカ、アジアな

どのさまざまな国の研究者、学生が研究・教育活

動を行っています。私は現在、西アフリカ・ボル

写真1 MOUへの署名

タ川流域の水資源管理に関するプロジェクト

（ ）に参画しています。このプロGLOWA-Volta
ジェクトは、流域圏を対象とする水資源の持続的

利用のための意思決定支援システムの開発を最終

目標としており、気象、水文、土壌、経済、法律

、 。など さまざまな分野の研究者が参画しています

月にはさっそく、ブルキナファソへの出張の機5
会があり、気象・土壌のスタッフと、気象観測ス

テーションの設置やセスナ機からの空中写真撮影

などを行いました。

では学際的な研究アプローチが重視されてZEF
います。このプロジェクトでも、水文学と経済学

のバックグラウンドをもつ のDr. Charles Rodgers
もとで社会科学を含む異分野間の交流が日常的に

行われており、たいへん刺激的な毎日を送ってお

ります。限られた期間ではありますが、この貴重

な機会を活かし、学際的研究や国際共同研究の経

験を深めたいと思っています 』。

写真2 大黒主任研究官（ボン大学開発研究センター

にて）

当所は、これまでに海外では大韓民国 農村振

興庁農業科学技術院（ 年 月 日）およ2001 10 31
び中華人民共和国 中国科学院南京土壌研究所

（ 年 月 日）と、また国内では東京農業2002 7 4
2003 12 10 2004大学 年 月 日 および鯉淵学園（ ） （

年 月 日）と、それぞれ を結んでいる。2 2 MOU
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農業環境研究推進会議の開催

企画調整部 研究企画科

15 2 26平成 年度農業環境研究推進会議が、 月

～ 日に、農林水産省行政部局、独立行政法人27
および都道府県の研究機関関係者の出席の下に開

。 、催された 農業環境研究の一層の推進を図るため

農業環境研究についての要望などを受けるととも

に意見交換を行った。

<本会議>

本会議は、所外の 名、所内の 名が出席し30 28
て開かれた。平成 年度の研究推進状況、行政15
部局からの要望への対応状況、平成 年度のプ16
ロジェクト・研究会の予定などを報告したあと、

農業環境研究に対する要望を聞いた。主な要望は

以下の通りであった。

●地球温暖化対策推進大綱の見直し、バイオマス

・ニッポン総合戦略の推進、外来生物規制関係

法の成立、カドミウムの 対応および農Codex
薬取締法の改正などのための技術的アドバイス

やデータの提供。

●地球温暖化影響予測や硝酸性窒素の溶脱量予

測、メタンや亜酸化窒素の発生量削減技術、生

物機能を活用した農薬削減技術およびカドミウ

ムの浄化技術の開発、ドリン系農薬の残留問題

などに係る課題の研究協力。

●農研機構の地域農業研究センターや都道府県の

研究機関と農業環境に係わる研究課題および研

究成果の情報交換。

<研究推進部会>

研究推進部会は、所外の 名、所内の 名が30 41
出席して開かれた 「温暖化が農業に及ぼす影響。

評価と軽減対策への取り組み」の議題で、 名が8
話題提供をしたあと、活発な討論が行われた。

●話題提供者

嘉多山 茂 農林水産省大臣官房企画評価課

参事官

松井 康雄 岐阜県健康福祉環境部参事

角田新二郎 関東農政局生産経営流通部

農産課農産機械係長

北野 順一 三重県科学技術振興センター

農業研究部伊賀農業研究室

石郷岡康史 農業環境技術研究所地球環境部

気象研究グループ

岡田 邦彦 野菜・茶業研究所葉根菜研究部

作型開発研究室長

杉浦 俊彦 果樹研究所生理機能部

環境応答研究室

今井 勝 明治大学農学部作物学教室教授

●温暖化により白未熟粒の発生に代表されるコメ

の品質低下が顕在化しており、温暖化がコメや

農作物生産に及ぼす影響が極めて深刻な問題に

なりつつあることが認識された。

●温暖化の過程で、年々の気候の変動も大きくな

り、特に野菜の安定栽培において異常気象との

関係が重要である点が指摘された。

●温暖化による降雪量の減少が農業水資源に影響

を及ぼす可能性から、農業者や国民一般に対し

温暖化影響と対策を認識させる重要性と問題点

について、広範な議論があった。最後に、多様

な過程を通して温暖化の影響が及ぶため、総合

的な研究が不可欠であることが指摘された。

<評価部会>

評価部会は、所外の 名、所内の 名が出席13 28
して開かれた。農業環境技術研究所から提出され

た 課題が主要成果として採択され、都道府県36
の研究機関から提出された 課題とともに農業環5
境研究成果情報第 集として公表された。20
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平成16年度評議会の開催

企画調整部 研究企画科

平成 年度の独立行政法人農業環境技術研究16
所評議会が、 月 日（月）に農業環境技術研4 26
究所大会議室において開催された。独立行政法人

化後 回目の開催となる。評議会メンバーは以下4
のとおりである。

［評議員］

( )永田 徹 前茨城大学農学部教授

( )中村雅美 日本経済新聞社科学技術部編集委員

( )木村眞人 名古屋大学大学院生命農学研究科教授

( )小川吉雄 茨城県農業総合センター園芸研究所長

( )藤田和芳 大地を守る会会長

独立行政法人国立環境研究所理事長

独立行政法人農業・生物系特定産業技術研究機構

理事長

独立行政法人森林総合研究所理事長

独立行政法人水産総合研究センター

瀬戸内海区水産研究所長

農林水産省大臣官房環境政策課長

［オブザーバー］

農林水産省農林水産技術会議事務局研究開発課長

理事長挨拶の後、企画調整部長から昨年の評議

会における指摘事項とその対応および平成 年15
。 、度の所の業務実績について報告があった その後

主要な分野における 年間の業務実績とりまとめ3
について、担当部長から以下の紹介があった。

環境負荷物質の動態解明と制御技術の開発1)
農業生態系における生物多様性の保全と生物機2)
能の活用

地球規模での環境変化と農業生態系との相互作3)
用の解明

農業環境資源の分類・同定およびインベントリ4)
ーフレームの構築

業務実績に関わる総合評価のあと、最後に、評

議員から講評をいただいた。そのうち、主な意見

は以下のとおりであった。

●農環研は、非常に意欲的な取り組みや特色のあ

る試みがなされている。このような姿勢を続け

てもらいたい。

●自己評価の姿勢が目先の評価主義に陥ってほし

くない 「稼ぎ」という目先の成果にとらわれ。

ないで、長い目で見た成果の出る「仕事」をし

てもらいたい。

●公募型プロジェクト等検討委員会などを設置

し、競争的資金獲得の努力は評価するが、それ

を消化するだけの研究の実力や職員の資質向上

およびポスドク研究員の獲得にも努力してほし

い。

●農環研では農業環境インベントリーなど多くの

情報を持っており、広く活用されている。この

ような情報を環境研究機関連絡会などで共用デ

ータベース化して、参画者・データ共有者でヴ

ァージョンアップし、より優れたデータベース

を作る必要がある。

●農業環境モニタリングや環境評価の手法を全国

レベルで展開できるような技術を開発し、生産

現場から常にフィードバックしながら農業環境

の保全が図られるようにしてほしい。

●農環研は行政の農業・環境施策のシンクタンク

的な研究所であるとともに、情報を環境関連の

市民団体や に上手に伝えることを考えるNGO
必要がある。
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研究成果発表会2004報告

企画調整部 研究企画科

平成 年 月 日（月 、農業環境技術研究16 4 12 ）

所・研究成果発表会 を「安全・安心な農業2004
環境を目指して」というテーマで、つくば国際会

議場（エポカルつくば）において開催した。農業

環境技術研究所は 年 月に独立行政法人と2001 4
して新たにスタートしたが、発足 周年を迎えた1

年 月 日には、研究所の研究内容を広く2002 4 23
世間に理解してもらうことを目指して第 回の研1
究成果発表会を開催した。今回は、中期計画 年5
の半ばを過ぎた現在までの研究成果を紹介する第

。 、 、2回目の成果発表会である 参加者は 行政部局

民間企業、大学、公立場所、他法人、一般の方な

ど所外から 名、所内から 名、計 名であ84 91 175
った。

発表会は、陽理事長の挨拶に続いて、東京農業

大学の進士五十八学長より「 農』の風景の意義『

と保全活用」というテーマで特別講演をいただい

た。その後、地球環境部生態システム研究グルー

プのスプレイグ研究リーダーより「農業環境にお

ける生物生息地を評価する 、生物環境安全部の」

松井昆虫研究グループ長より「外来昆虫の侵入リ

スクと生態影響の評価 、農業環境インベントリ」

ーセンターの對馬微生物分類研究室長より「微生

物インベントリーの活用方法を探る 、化学環境」

部の斎藤部長より「農業活動が流域の水質に及ぼ

す影響を解析する 、化学環境部の小野重金属研」

特別講演をする進士東京農業大学学長

究グループ長より「カドミウム汚染土壌の修復技

術の開発」と題して、最近の研究成果 題を報告5
した。

最後に岡生物環境安全部長の司会で一般参加者

も含めた総合討論を行った。この中では、農業環

境問題に対する多角的な解決アプローチの重要性

が特に強調された。また、生産者・消費者の意識

の向上に対し、研究所はその成果を積極的に公開

する義務があり、また消費者はそれを求めている

との意見が出された。行政・研究・生産者・消費

者の 者が円滑に意見交換ができる場とシステム4
を作っていく努力が必要であり、そこで議論が発

展していけば、日本の農業環境問題を解決に導く

ひとつの道標となりえるのではないか、と総括さ

れた。

参加者にアンケートへの回答を依頼したとこ

ろ、 名の方から感想、意見が寄せられた。成48
果発表会については「大変参考になった」など好

意的に受け止めていただけたようであり、特に特

別講演には関心が持たれたようであった。また農

環研に対しては 「微生物のデータベースなど広、

く役立つデータを利用できる環境を整備してほし

い 「市民との交流をもっと積極的に行ってほし」

い 「研究成果が他の分野に役立つ点も多いと思」

われるので、社会全体への提言を行うべき」とい

った期待も示された。

次回の成果発表会は最初の中期計画が終わり、

新たな目標に向かう時期となる。いただいた意見

、 、 、 、を参考に また開催時期 場所 広報方法も含め

成果を広く社会に示す場とすることが期待され

る。

また、発表会終了後には「第 回農業環境技術2
研究所友の会」が開催された。元・前所長 名は4
じめ、遠くは九州からの来訪者もあり、約 名70
の出席者で賑わった。昔の話に花が咲くだけでな

く、将来の研究所のあり方まで語り合い、盛会の

うちに終了することができた。



平成16年度一般公開報告

企画調整部 情報資料課

科学技術週間にあわせて、平成 年 月 日16 4 14
（水）に筑波農林研究団地統一の一般公開を実施

しました。

当研究所では 「次世代につなげよう 豊かな、

大地と環境」のメインテーマのもと、前年のアン

ケート調査の結果や実行委員会での反省点などを

踏まえ、内容の一層の充実を図り、 つの会場に5
おける研究成果の展示と、圃場における野菜の収

穫体験や小松菜の試食を行いました。

当日は、開始時間前から参観者が訪れ、受付時

間を早めて開始し、 名を超える参観者で賑1300
わいました。

また、心配された天候も終了間際に小雨がぱら

ついた程度で、無事一般公開を開催することがで

きました。

例年行っているアンケート調査では、貴重な意

見をいただいており、実行委員会の反省点と併せ

て、これらを参考に、来年も一層充実した一般公

開にしたいと思います。

主な展示内容

第1会場（正面玄関）化学環境部

ダイオキシン、カドミウム及び窒素の動態の

解明、農耕地や作物に対する汚染防止等の技術

開発について紹介しました。

第2会場（1階図書館前ホール）植生研究グループ

第２会場

日本産タンポポと西洋タンポポの交雑、在来

植物と外来植物との競争など、身近な自然の中

にみられる国際化について紹介しました。

第3会場（2階大会議室）地球環境部・農業環境イ

ンベントリーセンター

地球環境部では、地球温暖化がコメの生産に

及ぼす影響の予測、水田や畑から発生する温室

効果ガスのモニタリングや削減技術について紹

介しました。

農業環境インベントリーセンターでは 「農、

業環境」に住んでいる昆虫や微生物など、世界

に一つしかない標本の展示、土壌の標本展示や

画像での観察及び昆虫の標本作製体験を行いま

した。

第4会場（2階大会議室）生物環境安全部

「環境を守るために生物の機能を活かす」の

テーマで、セミナーを開催しました。

セミナー内容

・外来植物が産出する生理活性物質の化学生

態的役割

・昆虫フェロモンと害虫防除への利用

・病原菌を病気にして作物を守る

－果樹類紋羽病の新しい生物防除法－

第5会場（土壌モノリス館）

日本及び世界の各地から採取した土壌断面の

標本を詳細な調査データと共に展示しました。

第５会場

農環研ニュース 平成 年 月 日No.63 16 7 23
発行 農業環境技術研究所 〒 茨城県つくば市観音台 電話 （情報資料課広報係）305-8604 3-1-3 029-838-8197
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